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審 査 結 果 の 要 旨 
透析患者数は年々増加しており，社会問題となっている．また，1998年以降現在に至るまで，糖
尿病性腎症が透析導入の原疾患第 1位を占めており，糖尿病性腎症の進行を早急に食い止める対策
が必要とされている．このような状況の中，新しい糖尿病治療薬である SGLT2（sodium glucose 
cotransporter2）阻害薬が臨床使用できるようになった．SGLT2 は原尿中のナトリウム（Na）とグル












SGLT2 を介して尿細管上皮細胞内に取り込まれた Naは Na/Kポンプで細胞外に出されるが，この際
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